
８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

　
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間　
推
進
標
語

「
続
け
未
来
に　
地
域
の
道
路
は　
た
か
ら
も
の
」

　
８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
、
8
月

10
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
路
の
役
割
や

大
切
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。　

　
市
で
は
、
道
路
を
安
全
で
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
穴
ぼ
こ
な
ど
、
道
路
損
傷
を
見
つ
け
た
場

合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ホ
を
利
用

し
て
、
市
公
式
L
I
N
E
か
ら
の
通
報
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
敷
地
か
ら
道
路
に

木
の
枝
や
葉
等
が
伸
び
て
通
行
の
支
障
に
な

ら
な
い
よ
う
、
敷
地
の
周
囲

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

 

道
路
管
理
課
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０
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５
‐
９
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４
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渋
滞
の
緩
和
や
災
害
時
の
避
難
路
・
緊
急
輸

送
路
の
確
保
な
ど
を
目
的
に
、
新
た
な
道
路
の

「
整
備
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
車
両
基
地
の
地
下
を
通
る
南
北
道
路

　
国
道
や
県
道
を
南
北
に
つ
な
ぐ
重
要
な
道
路

の
一
つ
と
し
て
「
片
浜
西
沢
田
線
」
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
こ
の
路
線
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、

南
北
交
通
の
確
保
や
渋
滞
緩
和
に
加
え
、
歩
行

者
や
自
転
車
も
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
と
な

り
ま
す
。
担
当
者
は
「
周
辺
地
域
の
発
展
を
支

え
る
ま
ち
づ
く
り
の
軸
と
し
て
の
役
割
も
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

 

整
備
課　
☎
０
５
５
‐
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７
７
３

　
側
溝
や
舗
装
の
修
繕
を
は
じ
め
、
道
路
で
は

安
全
に
利
用
で
き
る
状
態
を
保
つ
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
「
維
持
管
理
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
道
0
2
0
1
6
号
線
（
通
称
：
の
ぼ
り
道
通
り
）

　
の
ぼ
り
道
通
り
で
は
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
、

全
長
7
0
1
m
の
道
路
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
担
当
者
は
「
舗
装
の
表
面
を
新
し
く
す
る

だ
け
で
な
く
、
特
に
傷
み
が
進
ん
で
い
る
箇
所

に
は
地
盤
を
強
化
す
る
材
料
を
使
用
し
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
下
に
あ
る
路
盤
の
補
強
も
行
い
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
舗
装
の
傷
み
を
放
置
す
る
と
、
車
両
の
走
行

性
の
低
下
や
安
全
面
へ
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
道
路
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
維

持
管
理
の
積
み
重
ね
が
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。

 

道
路
管
理
課
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沼津市公式 LINE

　
普
段
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
道
路
は
、
目

的
地
へ
向
か
う
た
め
の
通
り
道
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
ヒ
ト
や
地
域
を
つ
な
ぎ
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
支
え
る
大
切
な
社
会
基
盤
で
す
。

　
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
安
全
を

守
る
「
維
持
管
理
」
と
、
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
「
整
備
」
や
「
活
用
」
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
身
近
な
道
路
を
例
に
、
道
路
の
魅
力
に
目

を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
、
道
路
を
人
々
が
滞
在
し
交
流
で
き
る

空
間
と
し
て
「
活
用
」
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
道
路
は
、
通
る
だ
け
で
は
な
く
、

過
ご
す
場
所
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

南
口
駅
前
道
路　

　
道
路
空
間
を
再
編
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ト
が
よ

り
快
適
に
通
行
・
滞
在
で
き
る
道
路
の
使
い
方

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

沼
津
駅
南
口
交
差
点
で
は
、
歩
道
を
拡
幅

し
、
横
断
歩
道
が
で
き
た
こ
と
で
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
や
車
椅
子
の
人
も
そ
の
ま
ま
地
上
を
通
っ

て
道
路
を
横
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
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イ
ー
ラ
de
南
側
道
路

　

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
し
て
、

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
ほ
こ
み
ち
）
制
度
を

活
用
し
た
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ほ
こ
み
ち
制
度
に
よ
り
、
道
路
上
へ
の
ベ
ン
チ

や
購
買
施
設
（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
）
の
設
置
が

許
可
さ
れ
、
道
路
空
間
の
新
た
な
使
い
方
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
イ
ー

ラ
de
南
側
道
路
を
、
人
々
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
空
間
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
訪
れ
た
人
か
ら
は
「
広
場
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
そ
う
」
と
の
声

が
聞
か
れ
、
ま
ち
に
新
し
い
風
景
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

 

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
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国
道
と
市
街
地
中
心
部
を
結
ぶ
主
要
道
路(

岡
宮
）　

　
こ
の
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
東
名
、
新
東
名

の
玄
関
口
と
し
て
、
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
移
動
時
間
の
短
縮

や
既
存
道
路
の
渋
滞
緩
和
を
図
り
、
快
適
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

 

岡
宮
北
区
画
整
理
事
務
所　
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未
来
へ
、
つ
な
ぐ
た
め
に
。

道
路
を
、
守
る
。

道
路
を
、
つ
く
る
。

道
路
を
、
使
う
。

5 4広報ぬまづ2026年広報ぬまづ 2026年8月 8月

https://page.line.me/qyu1584p



